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近

世

初

期

儒

学

者

の

言

語

観

　
テ

ニ
ヲ
ハ
観
と
の
関
連
に
お
い
て
　

佐

田

智

明

は

し

が

き

毛
利
貞
斎

の
冠
解
助
語
辞

に
よ
る
と

〔助
語
〕
礼
記
巻
ノ
ニ
檀
弓
ノ
上
篇

二
云
檀
弓
ヵ
日
何
.
ヤ
居
、
鄭

玄

注

二
居

ハ

読

テ
如

,
姫
姓

ノ
之
姫

り
斎
魯

ノ
間
語

ノ
助
ナ
リ
也
。

▲
愚
按

二
助

語

ノ
字

出

二
鄭

玄

ヵ
之
語

一
▲
又
梁
ノ
朝

ノ
周
興
詞
ヵ
次
韻
千
字
文

二
謂

二
語

ノ
助

一
者

焉

哉

乎

也
。

…

(
重
訂
冠
解
助
語
辞
、
享
保

二
年
刊
本

に
よ

る
)

と

あ
り
、
助
語

の
用
例

は
古

い
。
国
語
学
史
上
、
休

メ
字

・
語

ノ

助

ケ

・
助

字

・
助
語
な
ど
が
あ
ら
わ

れ
る
が
、
置
字

や
テ

ニ
ハ
の
源
流
と
同
じ
よ
う

に
、

こ
れ
ら
ほ
と
ん
ど
が
中
国
語
と

の
関
連

に
お

い
て
生
じ
た
と
云

え

る

。

決
定

ノ

辞

な
ど
云
う

い

い
方
は
例
え
ば
柳
宗
元

の
説

に
あ
り
、

ベ
シ
を
可
と
お

い

て
理
解
す
る
の
も
漢
文
訓
読
と
関
連
す
る
。
手
爾
葉
大
概
抄

の
置
字
、
加
志
＝

乎

矣

の
と
ま
り
の
考
察
、

一
条
兼
良
の
虚
字
言
葉

・
実
字
言
葉

な
ど
挙
げ
る
ま

で
も
な
く
、
中

世
歌
学

の
上

に
漢
語
研
究
上

の
方
法
が
吸
収
さ
れ

て
い
る

こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
点
先
学

の
説
く
所
、

こ
ゝ
で
こ
れ
以
上
述

べ
る
要
は

な

い
。
た
ゴ
近

世
に
お
い
て
も
、
右

の
中
世

の
事
情
が

う
け
つ
が
れ
て

い
る
こ

と
を
予
想
し
(
語
学
的
方
法

の
上

に
ど

の
よ
う
な
形
で
投
影

し
て
い
る
か
を
考

え
て
み
た

い
と
思
う

の
あ
る
。

本
稿
で
は
、
元
禄
か
ら
享
保

あ
た
り

の
儒
学
者

の
言
語

観
を

テ

ニ
ヲ

ハ
観
と

の
結
び
つ
き

の
点

に
お

い
て
検
討

し
た
い
。
近
世

の
漢
語

法
研
究

は

助

語

辞

(
わ
が
文
禄
元
年
成
立
、
延
宝

二
年

に
わ
が
国

で
翻
刻
さ
れ
た
)
の
翻
刻

に
始

ま

っ
た
と
云
え
よ
う
。

こ
の
時
期
が
堀
川
、
護

園
両
派

の
盛
行
と
相

侯

っ
て
各

(註
1
)

家

各

々

の
研

究

が

披

歴

さ

れ

た
。

助
語

辞

は
序

に

助
語

之

在

り
文

二
也

、
多

キ
ハ
固

ト
ニ
不

可

ナ
リ
矣
、
小

キ
モ
固
ト
ニ
不

可

ナ
リ
、

而

其

ノ
間

誤

マ
リ
用

テ
更

二不

可

ナ
ル
寸
ハ
則

其

ノ
当

ひ
熟

ク
審

鴫
ス
矣

(天

和

三

ペ
キ
ナ
リ

年
刊
、
奮
頭
助
語

辞
に
よ

る
)



と
あ
り

、
作
文
修
辞
上

の
要
求

に
出
発
し

た
。
本
文
は
、
冒
頭

か
ら
引
く
と
、

也
矣
焉

是

レ
句
意
結
絶

ノ
処
也

ハ
意
平
矣

ハ
意
直
焉

ハ
意
揚
、

発

声

不

レ

同

亦
自
ラ
別
ナ
リ
。

乎

鰍
邪
或
作
レ
耶
平

字

多

ク
疑
テ
而
未

り
定

メ
之

辞
、
或

ハ
為

二
問
語

一、

只

提

レ

俗
語
歴
乎
字
之
意
、
與

字
邪

.
字
為

・
句
絶
之
余
唐

、

亦
噸

乎

.
字

之

意

『
:

(以
下
略
)

の
如
く
記
さ
れ
て

い
る
。
文
中

に
は
、
結
絶
、
未
定
、
疑
怪
、
詠
意

、
問

フ
語
、

指

二
那
ノ
事

物

一
(
指
示
)
未
然
、
発
語
、
承
接

(例

、
則

は
上
を
き
り
て
下
を

お
こ
す
詞

で
あ
る
と

い
う
)
余
声
、
緩
急
、
助
声
、
語
助
、
死
活

(
所
は
活
、

干

は
死

で
あ
る
)
等
が
説
明
用
語
と
し
て
用

い
ら
れ
て

い
る
。
本
書
は
也
矣

焉

以
下
意
味
用
法
用
例
を
略
説
す

る
の
み
で
あ
る
。

貞
斎

の
註

に
は
、
韻
会

・
徐
楷

・
柳
宗
元

・
李

九
我

・
広
韻
の
説
な
ど
を
引

用

し
て

い
る
か
ら
、
従
来
の
助
字

の
説

の
お
お
よ
そ
の
貝
当
が

つ
く
。
そ

の
中

(註
2
)

の
助
字

の
分
類

は
、
文

の
表
現
型
の
分
類
と
な

っ
て

い
る
。

さ
て
、

こ
の
助
字

・
助
語
と

い
わ

れ
る
も

の
ゝ
内
容
は
学
者

に
よ

っ
て
広
狭

が

あ
り
、
端
的

に
云
え
ば
虚
字

を
含

め
る
者

(
虚
字

に
含

め
る
も

の
も
あ
る
)

と
、
'虚
字

と
は
別

に
立
て
る
も
の
が

あ
る
。
本
稿

で
は
、
そ
れ
ら

の
説
中

、
や

や
体

系
的

な
言
語
意
識
を
示
し
て

い
る
東
涯
と
祖
篠
を
中
心

に
考
察
し
、
更

に

助
字
と

テ

ニ
ヲ
ハ
の
関
連
す
る
点

に
つ
い
て
視
点

を
移
し
て
ゆ
こ

う

と

考

え

る
。

二

東

涯

の

場

合

助

字
考
、

(享

保
元
年
刊

)
に
は
次

の
ご
と
き
序
が
あ
る
。

文
字
有

ゴ
虚
実

一実
テ
為

ゆ
主

卜
虚
テ
為
鴎
賓
ト
。天
地
日
月

、
山
川
草
木

ハ字
之

実
ナ
ル
者
也
、
覆
載

・
照

臨

・
流
峙

・
生
栄

ハ
字
之

虚
ナ
ル
者
也
。
所

宿
以

テ

道
コ
キ
賓
主
之
際
り
通
邸
ル
虚
実
之
用
炉
者

ハ
其

レ
助
辞
力
乎
。
決
弦

ノ
ミ
在
。
'

東
涯
叙

ス

右
中
、
実
虚
助
の
三
分
類

に
つ
い
て
、
主
賓
及

び

「
賓
主

ノ
際
ヲ
道

ビ
キ
虚

実

ノ
用

二
通
ズ

ル
」
助

を
対
応
さ

せ
て
説

い
て

い
る
の
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
と

思
う
。

こ
の
主
賓
の
考

え
方
が
、
文

の
語

序
に
お
い
て
発
展
さ
せ
た
の
が
、
用

字
格

(
元
禄
十
六
年
序
。
正
徳
元
刊

に
よ
る
)
で
、
例
言

に

「
用
字
之
別
有

・

四
」
と

し
、
そ

の

一
、

「
事
之
首
従
」

に
、

事
之
首
従

ハ
事

ノ
主
客

ナ
リ
、
同

ジ
事

ニ
テ
主
ト

ス
ル
ト
客
ト

ス
ル
ト

ノ
別

ニ
ヨ
ッ
テ
、
文
字
置

キ
様
ノ
上
下

チ
ガ

フ
コ
ト
ナ
リ
、
父
母
雖

吋
モ
没

ス
ト
、

又
雖
コ
モ
父
母
没
弓
ト
ト
礼
記

二
両
様

二
書
キ
分

ケ
テ
ア
リ
。

此
等

ハ
事

ノ
主

客

ニ
ヨ
リ

テ
字

ノ
置

キ
ヤ
ウ
カ

ハ
ル
、
詳
ヵ
ニ
見

瓢う
り
干
下

鴫

又
、
本
文
中

で
は

物

ノ
字
上

ニ
ア
ル
ハ
物

ノ
字
重

シ
テ
主
ト
ナ
ル
、
物

ノ
字
下

ニ
ア

ル
ハ
物

ノ

字
軽

シ
テ
客
ト

ナ
ル

(用
字
格
下

・
十
五
ウ
ー
十

六
オ
)

が
見
え
る
。
主
客
、
語

序

に
よ

っ
て
決

せ
ら
れ
、
主
を
重

い
と
し
、
客

を
軽

い

と
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
助
字
考

の
主
賓

の
説
が
意
味
中

心
の
考
え
方

に
出

る

も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
。

こ
の
時
、

「
　

ハ
　

ナ
リ
」

の
如
き
場
合

の
上

は
主
下
は

客

で

あ

る

が
、
-
両
者
が
同
時

に
実
と
虚
で
あ
る
と

は
か
ぎ
ら
な

い
と
し
て
も
、
実
が
本
来

的

に
主
で
あ
り
、
虚
は
客
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
助
字

の
役
割
が
稀
薄

と
な

る
か
ら
、
助
字
考

の
説
と
は
矛
盾
す

る
。



さ
て
右

の
よ
う
な
考

え
方
が
、
操
触
字
訣

に
お

い
て
ど
の
よ
う

に
具
体

化
さ

き
た
か
を
考
察

す
る
。

字
例
で
は
次

の
よ
う

に
述

べ
る
。

一
、
九

ソ
文
字
、
而
於
乎
哉

ノ
類

ヲ
助
字
ト

イ

フ
。

文
章

ノ
テ

ニ
ハ

ナ

リ
。
鳴

呼
、
如
何
、
梢
亦

ノ
類

ヲ
語
辞

ト
イ
フ
。
文

章

ノ
コ
ト
バ
字

也
。
命
ズ

ル
見

ル
行

ク
ノ
類
、

ハ
タ
ラ
キ
ナ
ル
字

ヲ
虚
字
ト
云
、
天

地
日
月
命
令

ノ
類

ヲ
実
字
ト
云

ソ
ノ
カ
タ
チ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

(操
触

宇
訣
、
明
治
十
八
年
活
字
本

に
よ
る
。
本

書
は
子
、
東
所

の
編

に
成

る
も

の
で
、
宝
暦
十
三
年
序
あ
り
。
字
例
の
説

は
東
涯

の
説
を
ひ
く
も

の
と
し
て
考
え
る
。
字
訣
本
文
も
同
じ
。

)

,

交
中

「
語
辞
」
と

い
う

の
が
新
し
く
設
定
さ

れ
て
い
る
が
、
語
辞

に
つ
い
て

は
、
字
訣
本
文
、
語
辞

の
条
は
し
が
き

に
、

此
篇

ニ
ハ
文

章

ノ
語
辞
、
及
ビ
虚
字

ノ
語
辞

二
近

キ
モ
ノ
、
或

ハ
虚
字

ノ

和
訓

ニ
テ
語
辞

ト
ナ
シ
テ
読

モ
ノ
、
大
概

ヲ
ノ
ス

と
云

っ
て
お
り

、

「和
訓

ニ
テ
語
辞
ト
ナ
シ
テ
読

ム
」
ト
云
う
言
葉

の
中

に
、

東

涯
が
今
日
の
品
詞
分
類

に
相
当
す
る
作
業

の
過
程
が
、
邦
語

を
念
頭

に
お

い

た

こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
右

の
例

に
対
応
す

る
説
明
は
同
書

宇
例

に
あ
り
、

一

、

日
本
語
で
語

辞
と
な
し
て
読
む
と
云
う
こ
と

は
、

此
方

ニ
テ
語

辞

ト

ナ

シ

テ

ヨ

ム
字

、

ソ

ノ
虚

字

ノ
本

義

ニ
シ

テ

ミ

レ

バ
、

ソ
ノ
義

分

レ
易

キ

モ

ノ

ア
リ
、

タ

ト

エ

ハ
使

令

教

ノ

三

ッ

ト

モ
、

シ

ム
ト

ヨ
ム
、

ソ

ノ
虚

字

ノ
意

ヲ
尋

レ
一バ
、
使

ハ
人

ヲ

ツ

カ

フ

コ
ト

命

ハ
命
令

ノ

コ
ト
、

使

ト

云

ヨ
リ

ハ
厳

重

ナ

リ
。

教

ハ
ワ

ケ
差

フ

ヤ
ウ

ナ

レ
ド

モ
、

コ

レ

モ
教

命

ナ

ド
、

ツ

ぐ
キ

、

サ

シ
ヅ

シ

テ
、

オ

シ

エ
導

ク

コ
ト
也

。

結

局

、

日
本

語

の

シ

ム
が

語

辞

で

あ
る

こ
と

に
な
り

そ

こ
か

ら
使

令

教

を
語

辞

で

あ

る

と

考

え

た
。

可

ヲ

ベ

シ
ト

ヨ

ム

ハ
、
ソ

ノ
通

リ

ガ

可

ナ

リ

ト
云

コ
ト

、
当

ハ
ソ

ノ
通

リ

的

当

デ

ア

ラ

フ
ト

イ

フ

コ
ト

、

宜

ハ
サ

フ

ス

ル
ガ

ヨ

ロ
シ
カ

ル

ベ
シ
ト

云

コ

ト
、

ラ

ル

ノ
字
、

見

所

被

ノ

ワ

カ

チ

モ
上

二
同

シ
、

然

レ
ド

モ
使

フ
命

ス

ル
教

ユ
ル
可

也
当

ル
所

ト

ヨ
ム
ト

キ

ノ
註

ハ
字

書

三
詳

也

。

シ

ム

ベ

シ

ラ

ル
ト

ヨ

ム
註

ハ
別

ニ

ハ
ナ

シ
。
使

フ
、

シ

ム
上

叉
可

ト

ベ
シ

ト

ヒ
ト

ツ

ノ
義

ナ
リ
。

シ

ム

ベ
シ

ラ

ル
ト

ヨ

ム
ト

キ

ヲ
此

方

ニ
テ

ハ
語

辞

ト

ス
レ

ド

モ
唐

人

ニ
テ

ハ
ヤ

ハ
リ
使

フ
可

也
、

見

ル
ト

云

コ
ト

ナ
リ

、

又

以
為

、

謂

、

所

以

、
所

謂

ヲ
、

ヲ

モ

ヘ
ラ

ク

ユ

エ
ン

イ

ハ
ユ

ル
ト

ヨ
ミ
語

辞

ト

ス
レ
ド

モ
、

コ

レ

モ
唐

ニ

ハ
ナ
キ

コ
ト
也

、

ヤ

ハ
リ

以

テ
為

ス
、

以

ス

ル

所

、

イ

フ
所

也

、

上

ノ
例

二
同

ジ
、

コ
レ

ヲ
、

ヲ

モ

ヘ
ラ

ク

ユ

エ
ン

イ

ハ

ユ
ル
ト
訓

ス
ル

ハ
其

意

ヲ
能

ク
考

ヘ
タ

ル

モ

ノ
也

。

此

書

ニ

ハ
、

凡

コ

ノ
類

ヤ

ハ
リ
語

辞

ノ
部

ニ
ノ

セ
置

キ
、

考

索

二
便

ニ
ス
。

こ

の
よ

う

に
中

国

で
は

虚

字

に
当

る
も

の

で

あ

っ
て

も
用

法

上

日

本

語

の
語

辞

に
当

る

の

は
語

辞

で
述

べ
る

と

す

る
が

、

こ
れ

ら

を
含

め

て
語

辞

を

訓
読

し

た

場

合

の
邦
語

に
比

べ

て

ゆ
け

ば

へ

副
詞

・
接

続

詞

・
連
体

詞

・
代

名

詞

及

び
副

、

詞

句

(
ア

ヘ
テ
、

イ

ハ
ク
、

イ

ハ
ン
ヤ
、

イ

カ

ン
、

イ
ヅ

レ
、

イ

ハ

ユ
ル
、

オ

ヨ
ソ
、

カ

ツ

テ
、

カ

ク

ノ
ゴ

ト

シ
、

コ

レ
、

ネ

ガ

ハ
ク

ハ
、

コ

ノ

カ
タ
、

シ

バ

ラ
ク

、

シ
バ

シ

バ
、

シ

ヵ

ル

ノ
チ
、

サ

キ

ニ
、

ス
デ

ニ
、

ス
ナ

ハ
チ
、

ソ

モ

ソ

モ
、

ソ

ノ
、

タ

チ

マ
チ
、

タ

ダ
、

タ

ト

へ
、

タ

マ
タ

マ
、

ツ

ヒ

ニ
、

ト

モ

ニ
、

ナ

ホ
、

ナ

ン
ゾ

、

ナ

ニ
ゾ

ヤ
、

ナ

ン
ナ

ン
ト

ス
、

ハ
ナ

ハ
ダ

、

ポ
ト

ン
ド
、

マ

タ

、

マ
サ

ニ
、

セ

ナ
、

ム

シ

ロ
、

モ

ッ
ト

モ
、

モ
シ
、

モ
ト

ヨ
ヅ

、

モ

ッ
テ
、

ヤ

、

ワ
ズ

ヵ

二
、

オ

モ

ヘ
ラ

ク
、

ハ
ジ

メ
)

を

主

と

し

て

い
る

が

、

一
方

に

は

、

ア
リ

(有

、

在

)

ア

ゝ

(鳴

呼

、

他

)

シ

ム

(使

令

教

遣

)

ズ

、

ザ

ル



(不
弗

)

二

(
於
、
干
・、
乎

)

ベ
シ
、

ヤ

(乎
与
諸
哉
邪
)

プ
ル

(見
所
被
〉

及

び
如
然
焉
苦
乎
分

(
状
態
を
示
す
接
辞
)
が

あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
で
見

る
と
語
辞
と

い
う

の
は
漢
文

の
語
頭

に
く
る
も
の
を
主
と

し
て
称
し
た
と
考
え

ら
れ

る
。
そ
し
て
、
於
干
乎
与
諸
哉
邪

の
助
字
も
併

せ
て
挙
げ
ら

れ

て

い

る

が
、
思
う

に
助
字
の
語
辞
用
法

の
例
と
し
て
考

え
た
も

の
で
、
自
然
、

一
語
全

体
を
説

い
た
た
め
に
混
同
を
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
二
」
と
訓
ず
る
於
干

乎
は
句
中

の
用
法
を
考

え
て
お
り

「
ヤ
」
と
訓
ず

る
も
の

ゝ
中

で
も

乎

ハ
疑
問

ノ
コ
ト
バ
ナ
リ
、

「君
子
者
乎
色
荘
者
乎
」

ト
カ
ケ
バ
、
サ

フ

シ
タ
モ
ノ
ヵ
ト
、
疑

フ
テ
ト
フ
助
字
ナ
リ
、

(
一
二
四

ペ
ー
ジ
、
明
治

一

八
年
刊
本

に
よ
る
)

の
よ
う
に
助
字
を
意
識
し
て
お
り
、
末

に
、

コ
レ
等

ノ
字

ノ
弁

ハ
助
字
考

二
詳
也
、
今

コ

・
二
縷

々

セ
ズ
、
又

二
字
三

字
連
用

ノ
例

モ
、
助
字
考

二
詳

ナ
リ
、

(
全

一
二
五

ペ
ー

ジ
)

と
あ
る
事

か
ら
も
、
乎
哉
等
が
本

来
的

な
語
辞
と
区
別

し
た
事
が
考
え
ら
れ
よ

う
。
も
し
助
字
が
語
辞

に
入
る
な
ら

ば
、
焉
而
等
も
入
る
べ
き

で
あ
る
。
又
、
"

如

然
等

は
語
助
辞
と

い
い
語

の
余
声
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

次

い
で
虚
字

に
目
を
う

つ
そ
う
。
虚
字
上

の
条

の
は
し
が
き

に

此
篇

ニ
ハ
虚
字

ノ
人
事

ニ
ア
ヅ

カ

ル
類

ヲ
ア
ッ
メ
ノ

ス
、
人
事

ニ
ア
ヅ

カ

ル
虚
字

ハ
相
手

二
向

フ
テ
イ
フ
コ
ト
多

シ
、

「
ア
ナ
ド
ル
」

「
ア
ナ
ド
ラ

ル
」

「
イ
ム
」

「
イ

マ
ル
」

ノ
類
也
、
凡

コ
ノ
解

一
方

ヨ
リ
解

ス
。
互

ニ

ミ

ル
ベ
シ

(
同

一
三

一
ペ
ー
ジ
)

又

、
本
文
中

に
雑
字

の
条
が

あ
り
、

此
篇

ニ
ハ
、
虚
字

ノ
人
事

ニ
カ
ギ
ラ
ズ
、
広
ク
用

ユ
ル
文
字
、
或

ハ
上
編

二

漏

タ

ル
文
字
、
又

ハ
実
字

ノ
カ

ル
ギ

モ
ノ
等

ヲ
ト
リ
集

メ
テ

コ
レ
ニ
ノ

ス

。

と

云

い
、
雑

字

の
条

に

ア

イ
ダ

(問

・
際

)

ウ

チ

(
中

・
内

・
裏

)

の
よ

う

な

・

概
念
度
が
低

い
も

の
を
含
め
て

い
る
。

以
上
を
概
括
表
示
し
て
み
る
と
、
次

の
如

く
に
な
る
。

助
字
考
叙

字

訣

字

例

字

訣

本

文

文
章
法
と
し
て
説
く

(
後

述
)

語

辞

・
訓

ニ
ヨ
ル
語

辞

・

助
字
の

一
部

語

助
辞

(突

如

の

如

な

ど
)
を
説
く

さ

て
、

こ
の
分
類

の
仕
方
を
通
じ
て
助

字
が
ど
う

い
う
よ
う
に
取
扱
わ
れ
て
.

い
る
か
前

に
戻

っ
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

前
述

の
よ
う
に
、
助
字
は
文
章
の
テ

ニ
ハ
と
述

べ
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
文
章

の
テ

ニ
ハ
と
は

い
か
な
る
意
味
を
も
つ
も

の
で
あ

ろ
う
か
。



例

を

あ

げ

る

と

文

章

ノ

コ
ト

バ

ニ

「
虚

語

」

「
実
語

」

ア
リ
、

「
虚
語

」

ハ
人

ノ

ロ
上

ナ

リ
、

「
実
語

」

ハ
事

実

ヲ
直

ニ
ウ

ツ

ス

コ
ト
也

。

春

秋

二

「春

王

正

月

、

公

即

レ
位

」

ト

ア
リ
、
コ

レ
実

語

也

。左

伝

二
之

ヲ
伝

シ

テ

「
摂

也
」

ト

ア

リ
、

コ

レ
虚

語

ナ
リ

、

コ

ノ
ワ

ケ

ハ
春

王

正
月

、

公

即

レ
位

ト
云

ハ
、
事

実

口
上

ニ
テ
、

コ

レ
ヲ

コ
ト

ハ
リ

タ

ル

モ
ノ

ナ
リ

、

コ

レ

ニ
テ
、

虚

実

ノ

弁

、

ワ

カ

ル

コ
ト

ナ

リ
、

ソ

レ

ユ

ヘ

ニ
、

実

語

ニ

ハ
、

「
矣
」

「
也

」

「
焉

」

「
哉

」

ノ
助

字

ナ

シ
、

虚

語

専

ラ
助

字

ニ
テ
、

疑

決

転

換

ノ

意

ヲ
、

言

マ

ハ
ス
ナ

リ
、

各

差

別

ア
リ
。

(巻

一
、

篇

法

助

字
。

虚
語

実

語

ノ
弁

)

の
文

中

疑

決

は

疑

問

、

決
定

で

あ

る
と

考

え

ら

れ

る

の

で
、

こ

ゝ
は
作

者

の
判

断

、

情

意

を

助

字

が

示

す

意
味

に
と

る

こ
と
が

で
き

る
。

な

お
転

換

は
逆

接

表

現

で

あ

ろ
う

。

更

に
、

又
議

論

ノ
文

ハ
辞

ノ
斡

旋
多

キ
故

、

助

字

ヲ
多

ク

用

ヒ

テ
、

転

換

ス

ル
ヨ

ナ
リ

叙
事
文

ハ
事
実

ノ
通
リ

ニ
イ
ヒ

テ
、
理
窟

ヲ
イ
ヒ
開
ク

コ
ト

少

キ
故

、

助
字
呼

応

ノ
転
換

ハ
少
ク

シ
テ
、
形
容
名
物

ノ
文
字
多

ク
入

ル
ナ
リ

(巻

一
、
文

章
四
法

ノ
弁
)

の
言
辞
も
見
え
る
か
ら
、
東
涯
は
助
字
を
文
中

に
機
能
し
て
文

の
脈
絡
を

つ
く

り
、
陳
述
を
あ
ら
わ
す
も

の
で
、
意
味
概
念
の
う
す

い
も

の
と
考
え
た
ら
し

い

こ
と
が
わ
か
る
。
更

に
辿

っ
て
ゆ
け
ば
同
篇
中
、
而

の
字

に
つ
い
て

而

ハ
上

ヲ
ウ
ケ
下

ヲ
オ
コ
ス
辞
、
助
字

ノ
中
、
而

ノ
字
甚

・
心
ヲ
付
ク

ベ

シ
。
上
下

ヲ
間
隔

シ
、
引
分

ケ
テ

コ
レ
ヲ
連
綿

ス
ル
コ
ト
也

と

述

べ
た
こ
と
は
前
述
し
た
助
字

の
機
能

の

一
端

で
あ
る
が
、
東
涯
は
続
け
て

而

の
用
法
の

一
と
し
て
承
接

ノ
法

(
「
ソ
フ
シ
テ
カ
ラ
」

ト
イ
フ
コ
ト
バ
と
云
'

う
。
順
接

の
例
)
転
換

ノ
法

「
ス
レ
ド

モ
」
ト
イ
フ

コ
ト

バ
逆
接
の
場
合

)

句
中

句
間
句
末

ノ
差
別

(
字

ノ
ア
リ
所

ニ
ヨ
リ
テ
ノ
差
別
)
を
云

っ

た

後

、

「
句
末

ノ
而

ハ
助
字
也
」
と
云

っ
て

い
る
。
こ
の
助
字
と

い
う

の
は
意
味
内
容

が

全
然
な
い
と

い
う
意
味
で
述
べ
た
の
で
は
な

い
か
と
疑
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、

本
文

、

「
則
」

の
語

の
説
明

に
準

じ
て
、
句
間
句
首

の
而
が
助
字
で
な

い
こ
と

に
対

し
て
句
末

の
而

を

助

字

と
考
え
た
と
『す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
更

に
而

字
を

用

い
る
か
ど
う
か
は
、
上
下
の
つ
り
合

に
よ

っ
て
き
ま
る
。
東
涯
は

上
下

ッ
リ
合
宜

シ
ク
属
読

シ
ヤ

ス
キ
ガ
タ

メ
ナ
リ

と
述

べ
る
。
こ
れ
は
、
助
字

の
位
置

お
よ
び
添
減
が
文
勢

に
関
す
る
こ
と
を
注
=

意

し
た
も

の
で
あ
る
。

仁
者
人
也
ト
カ
ケ
バ
、
仁
ト
イ

フ
モ
ノ
ハ
ト
訓

ジ
タ

ル
モ
ノ

ニ
テ
、

ソ
ノ

意
緩

ナ
リ
、

コ
レ
ヲ
仁
人
也
し
カ
ケ

バ
、
直

二
上

ノ
字
ト

一
ツ

ニ

ナ

リ

6
テ
、

ソ
ノ
意
ヤ

ゝ
緊

ナ
リ
。

(全
、
者
字
添
減

二
法

ノ
弁
)

の
ご
と
き
緩
急

の
説
は
勿
論
東
涯

の
み

に
あ
る
説

で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
前
述

の
説
明

か
ら
充
分

に
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。

こ
う
し
て
助
字

の
研
究
が
当
然
な
が
ら
文

章
法

の
研
究
と
な
る

の
で
あ
り
、

字
訣
第

一
篇
は
助
字
篇

法
の
章
と
な

っ
て

い
る
。

'
こ
ゝ
で
こ
の
助

字
が
文
中

に
機
能
す

る
場
合
、
主
客
の
語
と
ど
う

い
う
関
係

を
示
す
か

に
つ
い
て
補
説
す
る
。

○
文
字

二

「
主
従
」
ノ
弁

ア
リ
、
主

ハ
体

ニ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
従

ハ
ソ
ノ
相

手

ナ
リ
、

コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
、
和
点

ニ
テ
ヨ
ム
上

ニ
ニ
ヲ
ト

ノ
差
別

ア
リ
、

大
概
、

ニ
ト

ヨ
ム
方
、
主
ト
ナ
リ

テ
、

ヲ
ト

ヨ
ム
方
、
従

フ
モ
ノ
也
、

ニ

ヲ
呼
応

シ
テ

ヨ
ム

ハ
、
主
人

二
心

ヲ
ツ
ク

ス
ト
云
ト
キ

ハ
主
人
主

ト
ナ
リ



テ
、
心
客

ナ
リ

○
知

け
人
テ
コ
ノ
方
ガ
主

ト
ナ
リ

テ
、
サ
キ
ノ
人

ヲ
シ
ル

(意
)

知

鷺

人

ニ
サ
キ
ガ
主

ニ
ナ
リ

テ
、

コ
ノ
方
ガ
サ

フ
セ
ラ

ル
、

(文

字
主
従

ノ
弁
)

こ
れ
は
、
邦
語

で
、

二
と
よ
む
方
が
主
と

な
り
、

ヲ
と
よ
む
方
が
従
と
な
る

と

い
う

の
で
あ
る
が
、

ニ
ヲ
の
如
き
テ

ニ
ヲ

ハ
に
よ

っ
て
主
客
が
決
定
さ
れ
る

こ
と

を
述

べ
て

い
る
わ
け
で
、

凡

ソ
中
国

ノ
文

字

ハ
本
朝

ノ
コ
ト

バ
ト
、
相
準
ズ

ル

ニ
、

虚
実

ハ
共

二
通

ズ
、
日
本

ニ
テ
テ

ニ
ヲ

ハ
ト
云
、
漢
蕪
照
ニ
ハ

「
テ
」

ハ

「而
」
、

「
二
」

ハ

「
於
」

「
ハ
」
は
者

二
準
ズ
云

々

(
全
前
)

の
よ
う

に
、
両
国
語

を
対
応
さ

せ
て

い
る
か
ら
、

つ
ま
り
は
助
字
が

(
文
中

に

表

わ
れ
な
い
に
し
て
も
)
主
従

の
如

き
語

の
関
係

を
あ
ら
わ
す

こ
と
を
考
え
て

み
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
賓
主

の
際
を
導
く
と

い
う
助
字

の
性
格
を

述
べ
る

乙
と
に
も

な
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

な
お
、
元
禄
十

一
年
成
、
作
文
真
訣

(
続
日
本

儒
林
叢
書
、
三
、
所

収
)
に

蓋
文
有

レ
長
有

レ
短
、
有

レ
整
有

二
不
整

一
。
而
貴

二
乎
上
下
接
連
、
脈
絡
不

レ

断
、
其
中
間
架
分
別
、
主
意
不

一レ
闇
焉

。
須
下
将

二
四
字
実
句

一為

二
骨
子

一
、

或
三
字
或
五

字
、
随

レ
宜
出

ソ
之

、其
接

連
処
、
将

二
虚
字
助
語

一
点
貼
斡
旋
、

従

レ
頭
読
過
、
無

二
一
語
剰
欠

一、
無

中
一
字
不
帖

上
。
則
句
法
自
整
斎
。

(
三
日
、
句
法
有

二
不

レ
整
之
失

一
)

と

あ
り
、
右
の
事
実

に
照
応
す
る
。

こ

ゝ
で
は
意
味
中

心
に
実
字

を

据

え

て
、
虚
字
助
語
が

こ
れ
を
叙
述
す
る
と

い
う
関
係

に
あ
り
、

そ
の
点
助
字
考

の

序

に
つ
な
が

る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
助
字

に
つ
い
て
そ
の
機
能
を
次

の
よ
う

に
述
べ
る
。

文
章

ノ
之
有

誹
ヤ
助
辞

一也
。
言
語
斡

運
之
具
ナ
リ
。
而

シ
ァ如

っ
車

ノ
之
有
」
.

軸
、
春
之
有

↓
甥
驕

。
決
鴎
.
.
卜
之
ヲ
在
判
弦

、
、
疑
刀
.
之

テ
在
囲
弦

、
可
け
.
ヤ

不

の
慎

マ乎
。

(
七
日
、
助
字
有

二
失
粘
之
過

一)

(送
仮
名
、
筆
者
按

)

前
半

は
前
述

の
内
容
で
あ
る
が
、
後
半

は
助
字
が
車

に
対

し
て
軸
、
春

(
ひ

譲
弓

)
に
対
し
て
肇

い
う
役
割
を
し
て
い
る
。
こ
の
毒

憲

抄
の
叢

言
語

四
種
論

の
説

に
近
似
す
る
。
た

同
時

に
又
、

の
説

に
連

な
る
思
考
法
で
、

だ
対

照
さ

れ
る
も

の
が
、
助
字

に
対
す
る
交

で
あ
る

こ
と
は
看
過
さ

る
べ
き
で

な

い
と
思
う
。

O

狙

来

の

場

合

註
(3
)

訳
文

筆
蹄
題
言
十
則

に

是
編
、
有

二
形
状
字
面

一
有

二
作
用
字
面

一
有

二
声
辞
字
面

一
有
=
物
名

字
面

一

と
あ
り
、
吉
有

郷
、
宝
永
辛
卯
識

の
同
書

几
例
十
則

に

(
書
下
し
文

に
改
む
)

是

ノ
編

ノ
部
目
、
半

虚
字
有
リ
、
題
冨
十
則

ノ
所
謂
形
状
字
面
是

ナ
リ
。

虚
字
有

リ
、
即

チ
所
謂
作
用

ノ
字

面
是

ナ
リ
。
実
字
有

リ
、
即

チ
物
名

ノ

字

面
是

ナ
リ
、
助
字
有

リ
、
声
字

ノ
字

面
是

ナ
リ
。

と
あ
り
対
照
す
る
と
、
虚
字
が
半
虚
字

・
虚
字

に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
作
用

(
シ

ワ
ザ
)

・
形
状

(
サ

マ
)
を
表
わ
す
と
す
る
。
こ
の
四
分
類

は

詩
家

ノ
所
謂

虚
実
死
活
即
是

ノ
物
也
。
文
罫
中
所

レ
説
、
上
下
位
置
之
法
必

以
二
四
者

一為

レ
準
。
故
是
編

、
亦
以
二
此
四
者

一
為

二
部
目

一、
大
低

天
地

之
間
、
万
物

触
レ
目
。
皆
分
析
為
ゴ
ル
四

一
片
、
差
別
家
之
妙
訣
自
ン
易
、
四



象

之

数

一
予

自

託
/
以

謂
レ
得

三
中

華

語

言

ノ
本
来
面
目
一
者
為

"
ノ
是
ヵ

故

ナ
リ
…

(
題
言

十
則

・
承
前

)

の
よ
う

に
、
易

に
も
と
ず
く
。
東

涯
も

四
分
類

で
あ
る
が
根
拠

は
示
さ
れ
て

い

な

い
・
東
涯
の
分
類

法
は
軽
舜
・
主
従
・
概
念
度
・
位
置

に
依

っ
て
い
る

こ
と

を
考
察

し
た
の
で
あ
る
が
、
但
裸

の
場
合

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

そ

の

一
と

し
て
訳
文
笙
蹄
本
文

(
正
徳
刊
本

に
よ
る
)

に
よ

っ
て
検
討
し
て

み
よ
う
。
す
る
と
、
本
文

の
説
は
題
言

に
要
約
さ
れ
て

い
る
も
の
と
大

い
に
趣

を
異

に
す
る
。
本
文

の
助
字

(
助
語
と
な

っ
て
い
る
所
も

あ
る
)
を
見

る
に
、

例

え
ば
、

A
更

(訓
)
タ
ガ

ヒ

ニ

(
入

レ
カ
ワ
ル
意
)
 
助
字
、

(訓
)
カ
ワ
ル
 
虚
字

互

(訓
)
タ
ガ

ヒ

ニ
ー
助
字

タ
ガ

ヒ
ナ
リ
 

虚
字

(
二

・
六
〇
オ
)

B
惟
ー
発
端

二
用

イ
ル
助
語

(伏
唯

ノ
ゴ
ト
キ
)。
思
惟
 

実
字
?

(助
語

で
な
い
と

い
う
)

(
六

・
ニ
ウ
)

C
些
ー

(訓
)
ス
コ
シ
。
又
俗
語

一二

種
無
義

ノ
些

ア
リ
、
和
語

ニ
チ
ト

、
云

フ
詞

ヲ
助
語

ノ
如
ク
使

フ
ト

コ
ロ
ガ

ア
ル
如

シ

(
四

・
一
六
ウ
)

右

の
例
中
A
は

一
班

に
す

ぎ
い
な
が
、
東
涯
の
語
辞
を
狙
採

は

助

字

と

し

た
よ
う

て
、

(
A

・
B

)
、
C

の
如
く
、

一
種
無
義

と

い
う
考
え
方
、
即
ち
実

体

概
念

の
有
無
が
助
字
と
実
虚
の
判
定

に
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
認
め
て
よ

い

と
思

う
。
又
、
東
涯
の
語
辞

は
詞
字
と
も
な
る
、

D
翼
號
希

コ
ヒ
ネ
カ

ハ
ク

ハ
ト

ヨ
ム
ト
キ
詞
字

(
六

.
二
〇
オ
)

の
類
が
そ
う

で
あ
る
。
又
、
形
容
字
が

あ
り
欣
然

の
欣

(
ゴ
∵

三
〇

オ
)
な
ど

例
は
多

い
。
又
、
活
用

の
語
も
見
え
る
。

E
短

(訓
)
ミ
ジ
ヵ
シ

活
用

ス
ル
ト
キ

ハ
ソ
シ

ル
ト

ヨ
ム

(
四

・
一
二

)

活
用
と
は

「活

か
し
て
用

い
る
」
ぐ
ら

い
の
意

で
死
活
の
意
を
念
頭

に
お
い
た

も

の
で
あ
る
。

こ
の
E
は

F
静

総
ジ
テ
静

ノ
字

ハ
作

用

ノ
文
字

二
連
属

セ
ズ

(
一
・
三
ウ
)

と

い
う
作
用

ノ
文
字
と
対
照
し
て
考

え
ら
れ
る
。
虚
字
と
半
虚
字
は
大
体

活
と

死
と

に
照
応
す

る
。
し
か
し
、
本
文
か
ら
看
取
さ
れ
る
範
囲
で
は
、
形
容
字
が

題
言

に
云
う
形
状
字
面

に
対
応
す
る
か
は
明
確

で
な
い
。

な
お
、
文
理
三
昧
序

に

虚

ハ
情
思

ノ
文
字
ナ
リ
、
実
ト
ハ
事
物

ノ
名
目

ナ
リ

(
原
文

ハ
漢
文
)

に
よ

っ
て
虚
実

の
差
が
知
ら
れ
る
。

本
書
が
虚
字

を
中

心
と
し

た
同
訓
異
義
語

の
解
説
で
あ
る
こ
と

も

加

わ

っ

て
、
助
字

に
つ
い
て
の
説
は
充
分
う
か
ゞ
わ
れ

な
い
。
助
字

を
中

心
と
し
て
言

註
(4
)

.

語

の
体
系

に
説
き
及

ん
で
い
る

の
は
訓
訳
示
蒙

で
あ
る
。
示
蒙

の
説
は
訳
笙

の

説
を
拡
充
し
、

一
見
訳
笙

の
続
篇
を
な
し
て

い
る
。
訳
笙
題
言

の
前

述
に
対
応

さ
れ
る
も

の
に
虚
実
正
助

の
説
が
あ
る

(巻

一
、
五
1
六
丁

)

一
、
字
義

ノ
大
綱

ヲ
云

二
字
字
品
字
勢
ト
云
ー

ア
リ
、
字
品

ハ
字

ノ
元
来

ノ

ス
ジ
ヤ
ウ

種

姓
ナ
リ
、
字
勢

ハ
字

ノ
ナ
リ
フ
ゼ
イ
ナ
リ
。
字
品
ト

ハ
虚
実
正
助

ナ
リ

と

い
う
説
明

に
つ
ゞ

い
て
、
以
下
表
示
す
る
と
次

の
よ
う

に
な
る
。

品字更

に
、

虚
字

実
字

長
短

・
清
濁

・
明
暗

ノ
類
 

静
 

静

ノ
虚
字

喜
怒

哀
楽

飛
走

歌
舞
ノ
類
 
動
 
動
ノ
虚
字

天
地

・
日
月

・
鳥
獣

・
草
木
-

体

手

足

・
頭
尾

・
枝
葉

・
根

茎
-

用

倭

歌

ノ
テ

ニ
ヲ

ハ
正

ノ
助

ナ

ル

モ
ノ

ナ
リ



註
(5
》

一

総

シ
テ

一
句

ノ
内

ニ
テ
モ

一
段

ノ
内

ニ
テ
モ
虚
実
死
活
助
字

ノ
分

ケ
ヲ

知

ル
ベ
シ
実
字
死
字

ハ
物

ナ
リ
、
道
具

ナ
リ
、
ソ
ノ
道
具

ニ
テ
主
人

ヲ
立

ル
事

ア
リ
、
又
外

二
立

ル
ー

モ
ア
リ
、
静
…ノ
虚
字

ハ
ソ
ノ
道
具
ガ
又

ハ

主
人

ノ
ナ
リ

フ
ゼ

イ
シ
ナ
様
子

ナ
リ
動
字

静
字

ハ
事

ナ
リ
、
故

二
道
具

ヲ
使

フ
字

ナ
リ
、
助
字

ハ
文
勢

ナ
リ
、
故

二
全
体

ノ
精
神

ナ
リ

(
一
ノ

七
ウ
、
八

オ
)

と
述

べ
て
い
る

の
で
大
体

そ
の
主
旨
が
知
ら
れ
る
。
実
宇
死
字
は
道
具
で
あ

る
と

い
う
の
は
、
邦
語
で
云
え
ば
体
言
及
び
体
言
化

し
た
語
が
表
現

の
素
材

で

あ
り
、

「
つ
い
て
述

べ
ら
れ
る
も

の
」
、
主
題

に
な
る
。
そ
し
て
静

の
虚
字

は

主
題
に
つ
い
て
状
態
を
叙

し
、
動

の
虚
字
は
過
程
を
叙

述
す

る
と

す

る

。

一

方

、
助
字
は

倭
歌

の
テ

ニ
ヲ

ハ
に
相
当
し
、
文
勢

で
あ
り
全
体

の
精
神
で
あ
る

註
(6
)

と
す

る
。

こ
の
文
勢
、
精
神

に
つ
い
て
そ

の
背
景

に
あ
る

の
が
文

理
で
あ
る
。

祖
裸
が
訓
読
を
排
し
、
漢
文
直

読
を
唱
え
た
こ
と
は
周
知

の
事

で
あ
る
が
、

そ

の
時

重
視
さ
れ
た
の
は
交
理
で

あ

っ
た
と
思
う
。
文
理

に
三
昧
序
か
ら
抄
出

す

る
と
、

「文

は
意
を
載

せ
る
車
、
文

理
は
文

を
行
う
路
で
あ
る
。
路

に
従

っ

て
こ
そ
文
は
順
序
正
し
く
意
通
ず
る
。
」
「
大
略

に
は
文
理
、
詳
し
く
は
句
法
と

い
う
。
句
法
は
巧
拙
如
何

で
あ
り
、
文
理
は
邦
華

の
岐
路
で
あ
る
。」
「
文
理
は

端
的

に
は
語
序
と
同
じ
事

で
あ
る
か
ら
、
右
文

を
逐

一
研
究
す
れ
ば
理
解
さ
れ

る
。」
(
原
漢
文
)

こ
れ
で
文
理
が
語
法
的
内
容
を
も

つ
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
訓
訳
示
蒙

に
は
、

文
理
ト
云

ハ
畢
寛
字

ノ
上
下

ノ
置
キ

ヤ
ウ
ナ
リ
、
先

ツ
語

ノ
断
続

ヲ
知

ル

ベ
シ

(
一
ノ
七
オ
)

コ
レ

(文

理
を
さ
す

)

ハ
字

ノ
上
下

ノ
置

キ
様
ナ
リ
、
同

ジ
文
字

デ
字
数

モ
同
事

ニ
テ
上
下

ノ
置

キ
ヤ
ウ

ニ
ヨ
リ
意
カ

ハ
ル
ナ
リ

(
一
ノ
五
オ
)

の
よ
う

に
語
序
が
重
視
さ
れ

こ
れ
を
布
置
ど

い

っ
て

い
る
、
語
は
文
中

に
て
.

相

照
応
し
て
、

時

ニ
ハ
其
上

ノ
字

ハ
下
ヲ

ニ
ラ
ミ
下

ノ
字

ハ
上

ノ
字

ヘ
ヒ
ゴ
キ
テ
豚
理
相

通
ズ

ル
所

ガ
文
理

ナ
リ
、

(
ニ
ノ
十

一
ウ
)

と

な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

文
理

ヲ
知

ン
ト

セ
バ

マ
ヅ
字
品
字

勢
ト
字

ノ
用

ト
ヲ
能
合
点

ソ
其
上

二
字

義

ヲ
能
ト
ク
ト
合
点

ス
ベ
シ

(
一
ノ
七
オ
)

し
か
し
、
中

で
も
助
語

は
大
切
で

シ

マ

リ

(
マ
ゝ
)

就

レ
中
助
語

ヲ
知
ラ
ザ

レ
バ
ナ
ラ
ヌ
「
ナ
リ
。
助
語

ハ
文

ノ
関
鍵

ナ

リ

、

実
語

ヲ
引

マ
ハ
ス
モ
ノ
ナ
リ

(
全
、
承
前
)

の
よ
う

に
説
か
れ
て

い
る
。
字

の
も

つ
本
来
的
語
性

6
字
品

)

(字
勢
)
と
文

、

中

に
お
け

る
あ
り

か
た

(字

の
用
)

に
よ

っ
て
、
文
中

に
布
置
さ

れ
整
然
と
し

た
脈
絡
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら

の
語
群

の
中

に
あ

っ
て
枢
要

な
役
割
を
な
す
の

が
助
語
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
部
分
ま
で
を
祖
孫

は
語

法
上

の
問

題
と
す
る
。
さ
ら

に
次

の
段
階
で
、

故

二
文

ヲ
書

二
先

ツ
字

義
文

理
ヲ
合
点

ス
レ
バ
唐

人
詞

ニ
ナ
ル
ナ
リ
、
句

法
文
勢

ハ
唐
人
詞

ニ
ナ
リ

テ
ノ
上

ニ
テ
文

ノ
上
手
下
手

ヘ
カ

・

ル
 

ナ

リ
。
故

二
字
義
文

理

ノ
違

フ
ト
云

フ
ー
唐
人

ニ
ハ
ナ
キ

ナ
リ
、

句
法
文
勢

ハ
唐
人

モ
文
者

デ
ナ
ケ

レ
バ
ト
ク
ト
合
点

ユ
カ
ヌ
ナ
リ

(
一
ノ
五
オ
ウ
)

の
句
法
文
勢
が
考

え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
修
辞
上
の
問
題

に
属
す

る

。

そ

し

て
、

「助
字

ハ
文
勢
」
、

従

っ
て

「
精
神
」
で
あ
る
と

い
う
時

に
は
、
語
法
以

上

の
地
点

に
立
つ
も

の
で
あ
る
が
、
両
者

(
語
法
と
修
辞
と
)

の
混
融
の
中

に

当
代

の
助
字

観
が

あ
る

こ
と
は
や
む
を
得
な

い
と
云
わ
ぎ
る
を
得
な

い
。



●

四

儒

学

者

と

テ

ニ

ヲ

ハ

東
涯
祖
裸

を
は
じ

め
、
近
世
前
半
期
の
人

々
が
、
助
字
助
語
を
ど

の
よ
う

に

見

て

い
た
か
は
、
追

っ
て
来
る
明
和
安
永

の
古
典
学
者

の
国
語
意
識

に
関
連
す

る
問
題
を
含
む
も
の
と
思

わ
れ

る
。

こ
の
見
地
の
も
と

に
東
涯
と
租
裸
と

に
つ

い
て
そ

の
言

語
観
を
検
討

し
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
東
涯
狙
裸
以
外

に
つ
い
て

二
三

の
注
目
す

べ
き
説
が

あ
る
の
で
、

こ

ゝ
で
取
挙
げ
た

い
と
思
う
。
穂
積
以

貫
が
、

東
涯

用
字
格

・
字
訣

の
説

を
敷
宿

し
て
説

い
た
文
法
直
裁
真
訣
抄

(享

保
十
三
年
識
語
)

の
中

に
、

「助
語

の
説
」
が
あ
り

助
語
ト
云

モ
ノ

ハ
本
日
本

ニ
テ
訓

ノ
付

ガ
タ
キ
モ
ノ
也
、
故

二
本
朝

ノ
素

読
大
ヵ
タ
助
語

ヲ
読

ズ
、
其
訓

ノ
ッ
ケ
難

キ

ハ
何
故

ナ

レ
ハ
、
其
助
字

ノ

字

心
用

ヒ
処

ニ
ョ
リ

テ
変
化

ノ

一
定

シ
ガ
タ

シ
、

タ
ト

ヘ
ハ
也
、
矣

、
焉

ハ
句
絶

ノ
語

カ
ト
思

ヘ
ハ
、
或

ハ
疑

ヒ
、
或

ハ
反
語

ノ
処

二
用

ヒ
変
化
サ

マ
　
＼

ナ
ル
故

二
、
片
付

テ

一
偏

ニ
ハ
云
ガ
タ
シ
、
然

レ
ド
モ
先

ッ
ハ

一

偏

ノ
字
義

ヲ
倭
語

二

訳

テ
心
得

ザ

レ
バ
初
心

ノ
者
用

ヒ
心
ヲ
暁

ス
、
ナ

シ
、
故

二
予
俗
訓

ヲ
作
リ
テ
世

二
行

ハ
ル
、然

レ
ド
モ

コ
レ
只

一
偏

ノ
説

ナ

リ
、
必
ズ
俗
訓

ノ
倭
弁

ニ
テ
助
辞

ノ
意

ス
ム
ト
思

フ
ベ
カ
ラ
ズ
、

総

ソ
助

字

ヲ
文
章

二
用

ル
ハ
文

ノ
上
下

ッ
リ
合

テ
或

ハ
語

ヲ
断

ン
カ
為

二
用

ヒ
、

或

ハ
接

ン
ガ
タ

メ
ニ
用

ヒ
、
又
疑

ノ
タ
メ
決
定

ノ
タ

メ
、
又

ハ
語
勢

ヲ
緩

ン
タ

メ
或

ハ
急

ニ
セ
ン
タ
メ
等

ニ
テ
古

人
ノ
格

ヲ
見
習

ヘ
ハ
用

ヒ
心
自
然

二
合
点

ユ
ク

モ
ノ
也
、
(
同
書
、

三
八
丁
オ
ウ
、
九
大
書
館
蔵
本

ニ
ヨ
ル
)

右
は
助
字
が
機
能

の
し
か
た

に
よ

っ
て
意
義
を
異

に
す
る
か
ら
和
弁
が

つ
け

れ
ら
な

い
こ
と
、

助
字

は
断
続
、
疑
決

、
緩
急
等

の
た
め

に
用

い
ら
れ

る
こ
と

を
述

べ
て
い
る
。
こ

の
点
は
諸
儒

の
説

に
差
が

な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

人
見

註

(9
)

友

竹

の
文

家

必

用

に
、

一
、
助
語
・
類
之
文
字
璽

和
弁
磯

璽

雷

・
之
中
間
・
或
・句
・之
聾

而
須

こ
分
別

弓
必
不

レ
可

二
差
肘

弓
癸

(正
徳
五
年

の
序
、
明
治

九
年
版

ヘ
シ

に
よ
る
)

と
あ
る
の
も
ほ

ゞ
等
し

い
。

な
お
和
弁
と

い
う

の
は
口
語
訳
の
こ
と

で
あ
ゐ
。

さ

て
こ
の
よ
う
な
助
語

と
テ

ニ
ヲ

ハ
と
の
関
連

に
つ
い
て
し
ば
し
ば
説
か
れ

て

い
る
が
、
最

も
目
立

つ
の
は
太
宰
春
台

の
倭
読
要
領

(享
保
十
三
年
識
語
)

で
あ
ろ
う
。

.
①

倭

語

パ
テ

ニ
ヲ

ハ
ヲ
以

テ
辞

ヲ

属

ル

テ

ニ

ヲ

ハ
ト

イ

フ

ハ
。

上

下

ノ
、
ツ

ナ

ギ

ナ

リ
、
サ

レ
バ

ヲ
ト

イ

フ

ベ

キ

ヲ

ニ
ト

イ
ヒ
、
ニ
ト

イ

フ

ベ
キ

ヲ

ヲ
ト

カ
バ

O

O

O

O

シ
カ

イ

ヘ
バ
、

義

理

易

ル
様

ナ

コ
ト
諸

々

ノ
テ

ニ
ヲ

ハ
皆

然

ナ

ル
リ
、

故

ニ

キ
ン
ヤ
ウ

ユ
ル
カ
セ

倭
語

ハ
是

ヲ
緊

要
ト

ス
、

倭
読

ヲ
ス
ル
者

ハ
コ
レ
ヲ

忽

ニ
ス
ベ
ヵ
ラ

ス

(中
、
四

ニ
ウ
)

②
九

倭
語

ハ
、

テ

ニ
ヲ

ハ
ヲ
以

テ
其
義

ヲ
成
就

ス
、

テ

ニ
ヲ
ハ
ヲ
誤

レ
バ
、

交
理

二
違

ヒ
テ
大
義
遂

二
乖
ク

(中
、

六
ウ
)

③
吾
国

ノ
人

々
、

倭
語

ヲ
用

テ
顛
倒

ノ
ヨ
ミ
ヲ
ナ
シ
、
テ

ニ
ヲ

ハ
ニ
テ
義
理

ヲ
取

ル
故

二
、
句
読

ヲ
知

ラ
ザ

レ
ド

モ
大
略
其
義

二
通
ズ
ル

コ
ト
ヲ
得

ル

ナ
リ

(申
、

三
九

ウ
)

④

几

ソ
古
人

ノ
助
字

ヲ
用

ル
コ
ト
活
法

ア
リ
テ

一
定

セ
ズ

(中
、

二
五
オ
)

右
例

の
よ
う
に
、

テ

ニ
ヲ

ハ
は

「上
下

ノ
ツ
ナ
ギ
」

「義
理

ヲ
成
就
」
さ

せ

る
も

の
で
あ
り
、
表
現
法

の
意
味

で
は
、

⑤
憤

セ
ズ

ン
バ
啓

セ
ズ

(
と
よ
む
は
)
テ

ニ
ヲ

ハ
ヲ
失

セ
リ
(
中
、

一
〇
ウ
〉

⑥
ト

ゲ
ン
ジ
事

ヲ
バ
ト
読

ム
ハ
テ

ニ
ヲ

ハ
ヲ
知

ラ
ザ
ル
ナ
リ

(
中
、

七
ウ
)



の
例
が
、

そ
の
意

に
近
ぐ
、
助
詞
を
さ
す

の
は
、

⑦

ニ
ト
イ
フ
テ

ニ
ヲ

ハ
ヲ
附

タ

ル
バ
カ
リ

ニ
テ
字

義

ヲ
失

フ
、
是
倭
語

ノ
体

ナ
リ
。

(中
、

三

一
オ
)

な
ど

で
明
ら
か
で
あ
る
。
前

述
の
よ
う

に
東
涯
が
助
字
を

「
文
章

ノ
テ

ニ
ハ
」

と
云

っ
た
時
、
む

し
ろ
表
現
法

の
意
味

で
あ

っ
た
。
狙
来
は
虚
実

正

助

の

条

で
、
助
を

「
倭
歌

ノ
テ

ニ
ヲ
ハ
也
」
と
し

た
が
、

例
を
示

せ
ば
、

A
倭
歌

ノ
塑

鷲

二
喉

ソ
云

ハ
・
也

ハ
苗

・
突

ハ
卸

・
焉

ハ
籠

・的

当

ト

ハ
云

カ
タ
ケ

レ
ド

モ
ヵ
ク
モ
ア
ラ
ン
カ
(
訓
訳
示
蒙
、
三

ノ

一
一
オ
)

こ
れ
を
助
語
辞
の

「
也

は
意
平
、
矣

は
意
直
、
焉

は
意
揚
」

に
あ
て
は
め
れ
ば

は

っ
き
り
す
る
し
、

「
あ
び
き
づ
な
」
等

に
ケ
ル
は
急

ケ
レ
は
緩

と
云

っ
て

い

る
の
と
も
対
応
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が

「
助
字
」
と
テ

ニ
ハ
に
つ
い
て
次

の
説
が

あ
る
。

B

耳
爾

巳
三
字
土
ハ
ニ
バ
カ
リ
ヂ
ャ
ト
云
意

ナ
リ
、
其

ノ
中

二
耳
字

ハ
軽

シ
爾

ト
巳
ト
ハ
重

シ
、

子
細

ハ
総

ソ
助
語

二
声

バ
ヵ
リ

ニ
テ
義

ノ

ナ

キ

字

ア

リ
、
也
焉
案
分
耳
哉
乎

ノ
類

ナ
リ
、

(中

略
)
耳
字

ハ
上

ノ
詞

ノ
ア
マ
リ

ナ
リ
、
全
キ
助
字

ナ
リ
、
爾
字

ハ
ヤ

ハ
リ
爾
字

ノ
上

二
其
物

ヲ

指

定

メ

テ
、

コ
レ
キ
リ

コ
レ
バ
ヵ
リ
也
ト
落

着
シ
タ
ル
意

ア
リ
少

シ
正
語

二
近
キ

助
字

ナ
リ

(中
略
)
耳

ハ
上

ノ
文

ノ
テ

ニ
ヲ

ハ
ナ
リ
、

テ

ニ
ヲ

ハ
ヲ
以
テ

此

一
ッ
ニ
限
ル
意

ヲ
モ
タ

セ
ル
字

ナ
リ
、
爾

ハ
上

ノ
文

ノ
テ
ニ
ヲ
ハ

ト
バ

カ
リ
ト

ハ
意
得

ズ
、
爾
字

ヲ
以

テ

ハ
指
示

ス
ル
意

ア
ル
間
、
詞

ノ
シ
リ
ヲ

モ
タ
キ
意

ア
リ

(
全
、
三

ノ

一
四
オ
ー

一
五
オ
)

す
な
わ
ち
、
完

全
な
助
字

(上

ノ
詞

ノ
ァ
マ
リ
)
が
テ
ニ
ヲ
ハ

で
、
少
し
意

が
あ
る

の
は
正
語

(助
語

に
対
す
る
も
の
)
に
近

い
助
語
と
す

る
の
で
あ

っ
て

意
味
中

心
の
考
え
に
も
と
ず
く
。

こ
れ
を
次

の
よ
う
な
立
場

で
テ

ニ
ヲ
ハ
を
考

え
れ
ば
、
春
台

に
し
て
も
、
東
涯

に
し
て
も
そ

の
間

に
脈
絡
を
感
じ
る
こ
と
が

。
で
き

る
。

ま

ず

、

の
場
合
、
者
"

ハ
、
也
ロ
ナ
リ
に
相
当
す
る
が
、

ハ
、

ナ
リ
は
送
り
仮
名
=

テ

ニ
ヲ

ハ
で
、
表
意
性
の
な

い
表
音
文
字

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

(例

・
A
参

照
)
し
か
し
て

テ

ニ
ヲ

ハ
は
文
脈
如
何
に
よ

っ
て
変
わ
る

べ
き
も

の
で
あ
る
か

ら
、

テ

ニ
ヲ

ハ
は
常

に
文
を
前
提
と
す

る
。

こ
う
し
て
文

と
助
字

の
関
係
が
文

と

テ
ニ
ヲ

ハ
の
関
係

に
お
き
か
え
ら
れ
る
。
東
涯
が
文
章

の
テ

ニ
ハ
と
云

っ
た

テ

ニ
ヲ

ハ
も
そ

の
点
で
明
ら
が

に
な
ろ
う
。
助
字

は
儒
学
者

の
間
で
は
詞

に
対

立
す
る
と

い
う
よ
り
文

と
対
照
し
て
老
え
ら
れ
た

(東
涯
、
作
文
真
訣

の
説
-

前

述
参
照
)
と
思
わ
れ
る
。
狙
裸

の
正
助
の
考
察

は
正
と
助
双
方

の
断
続
的
関

係

で
は
な
く
、

む
し
ろ
連
続
的
関
係
を
思

わ
せ
る
。

(
例
B
参
照

)

と
こ
ろ
が
東
涯
の
賓

主
ノ
際

ヲ
導
キ
、

虚
実

ノ
用

二
通
ズ

ル
と

い
う
助
字

は

た
し
か

に
叙

述
の
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ひ
き
う
す

と

へ
そ
と

の
関
係
は

へ
そ

(
助
字
)
を
春

(文

)
の

一
部
と
見
な
し
、

い
わ
ば
陳
述

の
機
能
を
考
え

て

い
る
。

助
字
は

一
般

に
概

念
度

の
小
さ

い
も
の
を
対
象
と
し
て
称
さ
れ

て

い

る

か

ら
、
そ

の
範
囲
は
厳
密

で
な
い
が
、
そ

の
性
格
を
考
え
る
に
二
つ
の
場
合
を
見

出
す
。
①
助
字
を
含
ま

ぬ
実
語

(
実
字

)
虚
字

で
文

の
叙
述
が
完
成
さ
れ
、
そ
れ
に

助
字
が

添
加
さ
れ
る
と
き
、

助
字

の
使
用
は
修
辞
的
な
意
味
を
も

つ
し
、

広
い

意
味

で
の
陳
述

に
近

い
作
用
を
も

つ
と
さ
れ
る
。



②

助
字
が
交

の
叙
述

の
要
素
と
な
る
と
き
は
文

の
語

法
的
機
能
を
も

つ
て
く

る
。と
す
る
と
、
助
字
＝

テ

ニ
ヲ

ハ
が
示
蒙

の
説
の
よ
う

な
関
係

に
在
る
時
、
右

の
①

の
性
格
を
も
ち
、
東
涯
字
訣

の
テ

「
而
」

二

「
於
」

ハ

「
者
」

の
説

に
お

い
て
、

あ
る

い
は
助
字
考
序

の
説

に
お

い
て
は
②
と

な
る
。

た
だ

こ
の

二
つ
は

一
つ
の
事
項

の
視
点
の
差
で
あ
る
ー

即
ち
、
意
味
中
心

の
叙
述
を
も

っ
て
助

字

な
し
で
既

に
文

を
認
め
る
視
点
と
、
文

の
成
立
を
判
断
そ

の
他

の
陳

述
中

心

に
認
め
る
視
点
と
で
あ
る
。

こ
う

い
う
思

想
背
景
を
考
え
た
と
き
に
、

テ

ニ
ヲ

ハ
が
修
辞
的

な

「
云

い
ま

'

わ
し
」
の
意
味

に
用

い
ら
れ
た
り
、
個

々
の
助
詞
を

テ

ニ
ヲ

ハ
と
云

っ
た
り
す

る

こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

儒
学
者

の
言

語
観
に
右

の
よ
う
な
結
論
を
得
ら
れ
た
以
上
は
、

従
来

の
テ

ニ

ヲ

ハ
に
関

す
る
研
究

に
は
更

に
検
討

す
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
。

〔
註

〕
①
岡
井
慎
吾
博
士

「
日
本

漢
字
学
史
」

(
二
九
〇
頁
)
。
主

な
助
字
研
究
書

は
、
毛
利
貞
斎

「贅
頭
助
語
辞
」

(
天
和
三
、

一
六
八
三
刊
)
三
好
似
山

「
広
益
助
語
辞
」

(元
禄

五
、

一
六
九

二
刊
)
、
伊
藤
東
涯

「
助
字
考
」

(
元
禄
六
、

一
六
九
三
成
享
保
元
、

一
七

一
六
刊
)
荻
生
祖
篠
訳
文
笙
蹄

(
正
徳
五
年
刊
=

初
編

)

(
元
禄
初

口
授
?
と
い
う
)
三
宅
観
瀾

「助
字

雅
」

(元
禄
十
三
、

一
六
九
九
成
文
化

五
、

一
八

一
八
刊

)
以
上

い
ず

れ

も
元
禄

時
代

の
も

の
。

②
竃
頭
助
語
辞
、
天
保
三
年
刊
本
と
重
訂
冠
解
助
語
辞

享
保

二
年
刊
本
と
を

参

照
し
た
。
両
者
と
比
較
す

る
と
、
後
者

に
増
補

の
あ
と
が
著

る
し
い
。

例
え
ば

「
莫
)
字

に
つ
い
て
、
助
語
辞
は
本

稿
本
文

に
示
し
た
だ
け
で

あ

る
が
、
肇
頭

は
次

の
諸
註
を
引
用
し
て

い
る
。
(
原
文
は
漢
文

)

諺
文

「語
ノ
己
ム
詞
ナ
と

徐
楷

「宍

直
き

一疾
シ
今
講
ノ
湊

ト

日

フ

ハ
則
チ
出

ル
気
直

ニ
シ
テ
疾

シ
」
柳
宗
元
「決

辞
」
(
原
文

ハ
漢
文

)

冠
解
は
更

に
加
え
て

李
九
我

「
爽
字

ハ
是

レ
説
キ
殺

シ
了
ル
。
故

二
文

中

二
矣
字

ヲ
用

ル
ト

キ

ハ
則
上

二
必
斯

ノ
字

ヲ
用

ユ
、
也
字

二
比

ス
レ
バ
、

尤

モ
緊

シ
、
春

来

レ
バ
今

ノ
人

ノ
了

ノ
字

ノ
ゴ

ト
シ
」

次

い
突

で
を
三
種

に
別
ち
、
　

決

ノ
辞

二
用

ル
法
　

歎

テ
決
辞

二
用

ル

　
語

ノ
巳
に
用

ル
と
し
、
例

は
、
そ
れ
ぞ
れ

　
鮮
ヵ
ナ
矣

仁
。
上

ヲ
犯

ン
ト
好

ム
ハ
鮮
シ
矣

　
苛

モ
仁
ヲ
志

ス
寸

ハ
矣

悪
キ
コ

ナ
シ
、
易

二
広
ヒ
ヵ
ナ
矣

大
キ
ナ
ル
ヵ
ナ

⑪

天

ハ
尊
地
卑

シ
、
乾

坤
定

マ
ル
矣

右

の
④
◎
◎

の
区
別
は
突
字

の
用
法
差
で
な
く
、
突
字

の
用
ひ
ら
れ
る
文

の
表
現

の
型
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

③
訳
文
笙
蹄
は
正
徳
刊
本
及
文
政
刊
本
に
よ

っ
た
。
初
編
六
冊
及

び
後
編
三

巻
が

あ
る
が
、
後
編
は

一
応
別

に
取
扱

っ
て
み
た
。

「伊
藤

の
用
字
格

と

や
ら
ん
」
と

い
う
文
句
が
初
編
中

に
あ
り
、
必
ず

し
も
元
禄
初
年

口
授
の

ま

ゝ
で
あ
る
と
は
云

え
な

い
と

い
わ
れ
る
。
な
お
明
治
活
版
本
を
参
照
。

交

理
三
昧
序
は
祖
裸
集

(
三
十
巻

)
所
収

に
よ
る
。
明
治
活
版
本

に
も

含

む
。
な

お
、
訳
笙
、
字
訣

の
成
立
等

に
つ
い
て
、
近
世
日
本
の
儒

学
所
収

「
漢
字

の
訓
解
と
校
勘
の
学
」

(
岡
井
慎
吾
博
士
)
参
照
。



④

「
訓
訳
示
蒙
」
に
つ
い
て
は
岩
橋
遵
成
氏

「狙
採
研
究
」

二
〇

一
ペ
ー
ジ

の
説

に
従
う
。

⑤
死
活

の
説
は
助
語
辞

に
あ
り
。

祖
裸

の
虚
実
死
活

は
大
体
次

の
内
容
で
あ

る
。
ω
死
活

ト
云

ハ
タ
ト

ヘ
バ
清
字
字

ノ

マ
・
ナ

レ
バ
キ

ヨ
シ
ト

ヨ
ム
。
死
字

ニ
ス
ル
寸

ハ
キ

ヨ
キ
ト

ヨ
ム
。

活
字

ニ
ス
ル
ト
キ

ハ
キ

ヨ
ム
ト

ヨ
ム

(
訓
訳
示
蒙
、
巻
二

六
ウ
)

右

の
末
節

は
訳
笙

に
あ
る
こ
と
は
本
文
参
照
。
な
お

そ
の
他
、

ロ
歌

(
字

ノ

マ
マ
)
　

ウ
タ

フ

(
活
字
)
、

ウ
タ

(
死
字
)
ウ
タ

ハ
シ

ム

(
活
字
)

舞

(
字

ノ

マ
マ
)
　

マ
ウ

(
活
字
)
、

マ
ヒ

(死
字
)

マ

ハ
ス
(活
字
)

の
よ
う

に
考
え
た
例
が

あ
る
。

(
全
、
巻

一
、
六
ウ
)
。
文

法
上
の
説
明

に
応
用
さ
れ
た
例
で
は

の
之
字

ノ
下

ハ
必
死
字

ニ
ナ
ル
ナ
リ
、
ウ
ク
ル
ト
イ

ヘ
ハ
活

字

ナ

リ

、

ワ
ザ

(
ヒ
)

事

ナ
リ
、
ウ
ケ
ト
云

ウ
ケ
タ

ル
ト
云

ヘ
バ

一
物

ニ
ナ
ル
ナ
リ
、
然

レ
バ

死
字

ナ
リ
、
音

ニ
ョ
ミ
テ
モ
皆
死
字

ニ
ナ

ル
ナ
リ

(
ニ
ノ
八
オ
)

こ
の
例
か
ら
、
死
　

実
、
活
-
虚

の
対

応
が
見
ら
れ
る
。
本
居
宣
長

は
草

庵
集
王
箒

の
中
で
　

と
同
様
の
説
を

述
べ
て

い
る
。

註

⑧
砥
園
南
海
、
詩
学
逢
原

(
宝
暦
十

二
年
)

に
、
字
眼
と

い
う
項
あ
り
、
参

考

に
で
き
る
。

詩

ニ
モ
文

ニ
モ
字
眼
ト
云
　

ア
リ
、
一
篇

ノ
眼
目

ア
リ
、
一
句
ノ
眼
目

ア

リ
、
詩
文

一
篇

ノ
中
、
第

一
趣
向
専
要

ノ
所
格
別

二
神
妙
ナ

ル
警

句
、

或

ハ
ニ
段
或

ハ
ニ
句
三
句
五
句

七
句
是

一
篇

ノ
警
策
ト

モ
関
鍵

ト

モ
精

神

ト
モ
云
、
皆
字
眼
ナ
リ
、

一
句

ノ
中

一
二
字
専
要

ノ
交

字

ア
リ
テ
此

字

ニ
テ
此
句
活

シ
此
字

二
非

レ
ハ
此
句
死

ス
ル
人

ノ
眼
目

ア
ル
ガ
如

シ

註

⑦
手
小
葉
大
概
抄
、
国
語
学
大
系
十
四
巻
、

四

一
ペ
ー
ジ
。

「詞
如

=
寺

社
り
手
爾
波

ハ
如

コ
荘
厳
　
」
云
々
。

註
⑧
言
語
四
種
論
、
全
、

一
五
六
ペ
ー
ジ
。

「
テ

ニ
ヲ

ハ
ノ
事

」
の
条
。

註
⑨
訓
訳
示
蒙

と
と
も

に
よ
く
読

ま
れ
た
書
で

あ
る

こ
と
は
、
史

記
助
字
法
題

言

に
記
事
が

あ
る
。

(
宝
暦
十
年
令
木
龍
識
)

世
間
助
字
ノ
解
不

レ
下

コ
数
十
書

弓
而

メ
其
最

モ
膳
炙

ス
ル
者

ハ
文
家
必
用
訓

訳
示
蒙

之
類
大
半
妄

盤
ニ
シ
テ
絶

テ
亡
"
可
畔
取
突
。
」　
純
真
女
子
短
大
講
師
　

第

十

三

号

原

稿

募

集

昭
和

三
十
六
年
六
月

三
十
日
ま

で

四
百
字
詰

原
稿
用
紙

二
十
枚
以
内


